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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】優れた散熱効果を達成する照明具の散熱装置を
提供する。
【解決手段】照明具の散熱装置は少なくとも、ランプソ
ケット１０、ファン２０、サポートフレーム３０、ＬＥ
Ｄライトボードアセンブリ４０及びランプシェード５０
を備える。ランプソケット１０は、収容設置空間を備え
る台座体で、ランプソケット１０には、複数の第一気孔
１１を設置する。ファン２０は、ランプソケット１０の
収容設置空間に固定して設置する。サポートフレーム３
０は、ファン２０片側に設置し、ランプソケット１０を
押さえる。ＬＥＤライトボードアセンブリ４０は、ファ
ン２０片側に設置し、サポートフレーム３０を押さえる
。ＬＥＤライトボードアセンブリ４０には、貫通孔４１
１を備える散熱フレーム体４１を設置し、しかも散熱フ
レーム体４１外には、第一ＬＥＤライトボード４２を密
着状に設置する。ランプシェード５０は、ランプソケッ
ト１０に固定して設置し、ランプシェード５０は、貫通
孔４１１に相対し、少なくとも１個の第二気孔５１を設
置する。
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
照明具の散熱装置は少なくとも、ランプソケット、ファン、サポートフレーム、LEDライ
トボードアセンブリ及びランプシェードを備え、
前記ランプソケットは、収容設置空間を備える台座体で、前記ランプソケットには、複数
の第一気孔を設置し、
前記ファンは、前記ランプソケットの収容設置空間に固定して設置し、
前記サポートフレームは、前記ファン片側に設置し、前記ランプソケットを押さえ、
前記LEDライトボードアセンブリは、前記ファン片側に設置し、前記サポートフレームを
押さえ、前記LEDライトボードアセンブリには、貫通孔を備える散熱フレーム体を設置し
、しかも前記散熱フレーム体外には、第一LEDライトボードを密着状に設置し、
前記ランプシェードは、前記ランプソケットに固定して設置し、前記ランプシェードは、
前記貫通孔に相対し、少なくとも１個の第二気孔を設置することを特徴とする照明具の散
熱装置。
【請求項２】
前記散熱フレーム体上方には、第二LEDライトボードを密着状に設置し、前記第二LEDライ
トボードは、前記第二気孔に相対して、穿孔を設置することを特徴とする請求項１に記載
の照明具の散熱装置。
【請求項３】
前記ランプシェードと前記第二LEDライトボードとの間には、第一防水ワッシャを設置す
ることを特徴とする請求項２に記載の照明具の散熱装置。
【請求項４】
前記散熱フレーム体両側には、それぞれ第二防水ワッシャを設置し、
一方の第二防水ワッシャは、前記散熱フレーム体と前記第二LEDライトボードとの間に設
置し、
もう一方の第二防水ワッシャは、前記散熱フレーム体と前記サポートフレームとの間に設
置し、
しかも、前記LEDライトボードアセンブリには、防水樹脂層を塗布することを特徴とする
請求項２或いは３に記載の照明具の散熱装置。
【請求項５】
前記サポートフレームには、環状凹槽を設置し、
前記環状凹槽には、第三防水ワッシャを環状に設置することを特徴とする請求項２或いは
３に記載の照明具の散熱装置。
【請求項６】
前記ランプソケット内には、凸片を設置し、
前記サポートフレームは、前記凸片を押さえることを特徴とする請求項１～３の任意の一
項に記載の照明具の散熱装置。
【請求項７】
前記サポートフレームは、前記貫通孔に相対して破孔を設置することを特徴とする請求項
１～３の任意の一項に記載の照明具の散熱装置。
【請求項８】
前記散熱フレーム体は、多面体で、しかも前記散熱フレーム体外には、複数の第一LEDラ
イトボードを密着状に設置することを特徴とする請求項１～３の任意の一項に記載の照明
具の散熱装置。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案は照明具の散熱装置に関し、特にファンの運転により、LEDライトボードが発生す
る熱を、ランプシェードの気孔から外に出して散熱し、同時にランプソケットの気孔を利
用し、外部の空気をランプシェード内に導入し、気流を循環させより優れた散熱効果を達
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成する照明具の散熱装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
  発光ダイオードは、固態の半導体部品である。
発光ダイオードは、電流がダイオード内を通過して生じる２個のキャリアの相互結合を利
用し、エネルギーを光の形式で放出するもので、軽くてコンパクト、反応速度が速く、汚
染がない等の長所を備える。
そのため、発光ダイオードの応用領域は、産業の垣根を超えて広がっている。
【０００３】
発展初期には、輝度の不足と発光効率の低さという問題があったが、後に出力の高い発光
ダイオードが開発され、上述の輝度不足の問題が解決されたため、発光ダイオードは今で
はハイパワー照明市場にも応用されるようになっている。
これにより、伝統的なタングステンライトに徐々に置換され始めており、将来的には伝統
的な照明に代わる潜在力を備える製品であると考えられている。
【０００４】
発光ダイオードは消費電力が低く、部品寿命が長く、ウォーミングアップが不要で、反応
速度が速い等の長所を備えるが、一般の発光ダイオードが発する輝度は、伝統的なランプ
或いは蛍光灯より低い。
そのため、出力の高い発光ダイオードを採用して照明光源とすることが多い。
しかし、出力の高い発光ダイオードは、より高い輝度を提供することはできるが、持続的
に使用すると、温度上昇により発光効率に影響を及ぼす。
【０００５】
よって、いかにしてLED照明具により優れた照明効果をもたらし、湿気の浸入を防止し、
その使用寿命を延長するかは、業界にとっての重要な課題である。
本考案は、従来の発光ダイオード照明具の上記した欠点に鑑みてなされたものである。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
　本考案が解決しようとする課題は、ファンの運転により、LEDライトボードが発生する
熱を、ランプシェードの気孔から外に出して散熱し、同時にランプソケットの気孔を利用
し、外部の空気をランプシェード内に導入して気流を循環させ、より優れた散熱効果を達
成する照明具の散熱装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するため、本考案は下記の照明具の散熱装置を提供する。
照明具の散熱装置は少なくとも、ランプソケット、ファン、サポートフレーム、LEDライ
トボードアセンブリ及びランプシェードを備え、
該ランプソケットは、収容設置空間を備える台座体で、該ランプソケットには、複数の第
一気孔を設置し、
該ファンは、該ランプソケットの収容設置空間に固定して設置し、
該サポートフレームは、該ファン片側に設置し、該ランプソケットを押さえ、
該LEDライトボードアセンブリは、該ファン片側に設置し、該サポートフレームを押さえ
、該LEDライトボードアセンブリには、貫通孔を備える散熱フレーム体を設置し、しかも
該散熱フレーム体外には、第一LEDライトボードを密着状に設置し、
該ランプシェードは、該ランプソケットに固定して設置し、該ランプシェードは、貫通孔
に相対し、少なくとも１個の第二気孔を設置する。
【考案の効果】
【０００８】
　本考案の照明具の散熱装置は、ファンの運転により気流を形成し、LEDライトボードア
センブリを通して、ランプソケットの第二気孔から熱を外に出し、LEDライトボードアセ
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ンブリが発する熱を排出し、しかもランプソケットの第二気孔を通して、外の空気をラン
プシェード内に取り込み、気流を循環させて、より優れた散熱効果を達成する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本考案の構造外観図である。
【図２】本考案の構造分解図である。
【図３】本考案実施形態の構造外観図である。
【図４】本考案実施形態の構造分解図である。
【図５】本考案実施形態の構造断面図である。
【図６】本考案の応用構造模式図である。
【考案を実施するための形態】
【００１０】
　以下に図面を参照しながら本考案を実施するための最良の形態について詳細に説明する
。
【実施例】
【００１１】
図１は、本考案の構造外観図で、図２は、本考案の構造分解図である。
図に示すように、本考案の照明具の散熱装置は少なくとも、ランプソケット10、ファン20
、サポートフレーム30、LEDライトボードアセンブリ40及びランプシェード50を備える。
【００１２】
ランプソケット10は、収容設置空間を備える台座体で、ランプソケット10には、複数の第
一気孔11を設置する。
【００１３】
ファン20は、ランプソケット10の収容設置空間に固定して設置する。
【００１４】
サポートフレーム30は、ファン20片側に設置し、ランプソケット10を押さえる。
【００１５】
LEDライトボードアセンブリ40は、ファン20片側に設置し、サポートフレーム30を押さえ
る。
LEDライトボードアセンブリ40には、貫通孔411を備える散熱フレーム体41を設置し、しか
も散熱フレーム体41外には、第一LEDライトボード42を密着状に設置する。
【００１６】
ランプシェード50は、ランプソケット10に固定して設置し、ランプシェード50は、貫通孔
411に相対し、少なくとも１個の第二気孔51を設置する。
【００１７】
図３～５に示すように、散熱フレーム体41は、多面体で、しかも散熱フレーム体41外には
、複数の第一LEDライトボード42を密着状に設置する。
これにより、光は、ランプシェード50へと多面形状を呈して投射される。
散熱フレーム体41上方には、第二LEDライトボード43を密着状に設置する。
これにより、第二LEDライトボード43は、ランプシェード50の別の角度へと投射する。
こうして光源の出光範囲を拡大し、出光光源の広角度を達成することができる。
【００１８】
実際の実施時には、本考案のランプソケット10は、ファン20反対側外に相対し、螺旋ラン
プホルダ12を設置する。
螺旋ランプホルダ12は、ファン20及びLEDライトボードアセンブリ40にそれぞれ電気的に
連接し、電力を提供する。
LEDライトボードアセンブリ40は、サポートフレーム30上に設置し、しかもランプソケッ
ト10内には、凸片13を設置する。
サポートフレーム30により、凸片13を押さえ、これによりLEDライトボードアセンブリ40
は、ファン20片側に位置する。
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また、サポートフレーム30は、貫通孔411に相対して、破孔31を設置し、第二LEDライトボ
ード43は、第二気孔51に相対して、穿孔431を設置し、気流の通り道を全体で形成する。
【００１９】
ファン20の運転時には、外部の空気を、複数の第一気孔11から吸入し、空気は気流伝送を
形成し、散熱フレーム体41内の貫通孔411を通して、第一LEDライトボード42が発生する熱
は、散熱フレーム体41へと伝えられる。
気流は、散熱フレーム体41を経由して、さらに第二気孔51を通してその熱を送り出し、こ
うして照明具内部には気流の循環が形成され、優れた散熱効果を達成することができる。
【００２０】
さらに、ランプソケット10及びサポートフレーム30は、金属材質であるため、LEDライト
ボードアセンブリ40の熱を伝え易い。
しかも、ランプソケット10は、複数のリブストリップ14を内部に環状に設置し、サポート
フレーム30は別に、複数の散熱フィン32を設置する。
リブストリップ14と散熱フィン32は、熱伝導機能を備えるため、熱を伝導し分散すること
ができ、これにより散熱速度を速め、熱をより迅速に発散する効果を達成することができ
る。
【００２１】
図４～６に示すように、本考案照明具を戸外に設置する際には、ランプシェードと第二LE
Dライトボードとの間に、第一防水ワッシャを設置し、第二気孔51と穿孔431との間から湿
気が浸入しないよう防止する。
さらに、散熱フレーム体41と第二LEDライトボード43との間には、第二防水ワッシャ44を
設置し、貫通孔411と穿孔431との間から湿気が浸入しないよう防止する。
さらに、散熱フレーム体41とサポートフレーム30との間には、別の第二防水ワッシャ44を
設置し、貫通孔411と破孔31との間から湿気が浸入しないよう防止する。
また、ランプシェード50とサポートフレーム30との間には、別の第三防水ワッシャ33を設
置し、サポートフレーム30には、環状凹槽34を設置し、第三防水ワッシャ33は、環状凹槽
34に環状に設置し、第二気孔51と破孔31との間から湿気が浸入しないよう防止する。
しかも、LEDライトボードアセンブリ40には、防水樹脂層を塗布し、全体的な防水機能を
達成する。
ランプシェード50内には、第一防水ワッシャ52を設置し、しかも第一防水ワッシャ52は、
LEDライトボードアセンブリ40に密着状に設置し、散熱フレーム体41両側には、第二防水
ワッシャ44をそれぞれ設置する。 
【００２２】
上記の本考案名称と内容は、本考案技術内容の説明に用いたのみで、本考案を限定するも
のではない。本考案の精神に基づく等価応用或いは部品（構造）の転換、置換、数量の増
減はすべて、本考案の保護範囲に含むものとする。
【産業上の利用可能性】
【００２３】
　本考案は実用新案登録の要件である新規性を備え、従来の同類製品に比べ十分な進歩を
有し、実用性が高く、社会のニーズに合致しており、産業上の利用価値は非常に大きい。
【符号の説明】
【００２４】
１０　　ランプソケット
１１　　第一気孔
１２　　螺旋ランプホルダ
１３　　凸片
１４　　リブストリップ
２０　　ファン
３０　　サポートフレーム
３１　　破孔
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３２　　散熱フィン
３３　　第三防水ワッシャ
３４　　環状凹槽
４０　　LEDライトボードアセンブリ
４１　　散熱フレーム体
４１１　貫通孔
４２　　第一LEDライトボード
４３　　第二LEDライトボード
４３１　穿孔
４４　　第二防水ワッシャ
５０　　ランプシェード
５１　　第二気孔
５２　　第一防水ワッシャ

【図１】
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【図２】
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【図３】
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【図４】
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【図５】
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【図６】



(12) JP 3190968 U 2014.6.5

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   　　　　                                Ｆ２１Ｙ 101:02    　　　　          　　　　　

【要約の続き】
【選択図】図２


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

